
六
租
大
師

の
謹
悟
ご
中
心
思
想

の
考
察日

種

譲

山

一

輝
宗

の
租
師
傳
中
、
六
租
恵
能
の
傳

の
如
き
戯
曲
的
な
傳

は
頗

る
稀
で
あ

つ
て
、
他
の
傳
中
に
類
を
見
な

い
の
で

あ
る
。
帥

ち
責
柴
と
金
剛
経
の
聴
取
、
五
租
弘
忍
と
の
問
答
及
び
米
頭
傳
法
、
大
庚
嶺

の
慧

明
と
の
交
渉
、
此
等
の

關
係
を
考
察
し
來
る
と
、

一
と
し
て
戯
曲
的
な
ら
ざ
る
者
は
な

い
。
若
し
之
を
歴
吏

的
に
嚴
密

に
研
究

す

る

な

ら

ば
、
何
れ
の
黙
繋
で
事
實
と
し
て
認
U
べ
き
か
は
研
究
を
要
す

る
所

で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
六
頑
傳

の
研
究
の
場
合

に
譲
り
て
、
其
思
想

に
就
て

一
端
を
述
ぶ
る
之
と
に
す
る
。

灘
宗
租
師
の
思
想
は
、
他

の
祀
師
の
概
念
的
に
思
想
せ
し
と
異
蚤
、
必
ず
や
其
根
幹
を
大
悟

の
自
内
謹
に
有

す
る
。

從

つ
て
大
悟
な
き
所
に
は
眞
の
意
味
を
有
す
る
思
想

は
有
釦
得
な

い
。
如
何
に
辮
謹
的

に
研
究
し
、
理
論
的
に
表
現

し
て
も
、
そ
れ
は
所
謂
思
想
家
の
思
想
表
示
で
あ

つ
て
、
繹
祀

の
思
想
表
示
と
は
云
ひ
得
な

い
。
灘
宗
思
想
は
此
の

如
く
特
別
な
立
場
を
有
し
て
居

る
。
故
に
叉
學
的
研
究
の
立
揚
よ
り
は
、
灘
宗
の
所
謂
思
想
な
る
竜
の
は
、
實

は
思

想
と
云
ふ
べ
き
性
質

の
者
に
あ
ら
ず
し
て
、
大
悟

の
表
示
叉
は
敏
化
の
垂
語
に
過
ぎ
な

い
と
云
は
れ
て
居
る
。
嚴
密

山ハ
曲凪
・穴
魎
の
謎
振
嗣と
申
晶騨
思
想
の
考
察

,
(
一
)
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六
窟
大
師
の
謹
悟
と
申
芯
恩
想
の
考
察

(二
)

に
云

へ
ば
、
祀
師

の
大
悟
の
表
示
及
び
敏
化
の
垂
語
は
、
思
想
親
す
べ
き
性
質

の
者

に
あ
ら
ず
し
て
、
悟
境
の
表
示

叉
は
示
衆
の
垂
語
と
事
實
の
儘
直
観
す
る
を
要
當
と
信
ず
る
。
然
し
今

は
假
に
之
を
思
想
と
し
て
恵
能
の
垂
語
を
研

究
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
前
述

の
如
く
其
思
想
が
大
悟

に
根
幹

を
有
す
る
限
少
、
大
悟

の
情
勢
を
研
究
し
て

而
し
て
後
彼

の
思
想
を
槍
討
す
る
ヒ
と
に
す
る
。

二

悪
能
が
五
麗
弘
忍

に
相
見
せ
し
状
態
を
、
六
祀
法
寳
壇
経
に
は
左
の
如
く
記
し
て
居

る
。

便
至
昌黄
梅
・麟禮
菖拝
五
魍
噂、
師
問

日
、
汝

何
方
人
、
來
到
昌此
山
幡、
禮
拝
今
向
昌吾
邊
一、
欲
7求
昌何
物
一。

恵
能
封
日
、
-

弟
乎
是
嶺
南
新
州
百
姓
、
還
來
禮
レ師
、
唯
求
"作
佛
一、
不
γ求
昌絵
物
噂。
五
祀
日
、
汝
是
嶺
南
人
、
叉
是
猫
猿
、
若
爲

堪
・作
佛
・。
惑
能
日
、
人
錐
レ有
昌南

北
騨、
佛
性
本
無
蹴南
北
一、
猫
猿
身
與
勘和
省
一不
γ同
、
佛
性
有
5何
差
別
騨。
大
師
更

欲
事共
・恵
能
久

語
轟、
且
見
E徒
衆
総
在
鶴身
邊
騨、
乃
令
菖随
『衆
作
務
一。
悪
能
啓
8和
荷
一言
、
弟

子
自

心
常
肇

智
慧
噛不
レ

離
・自
性
閂、
・即
是
幅
田
、
未
審
、
和
術
敷
γ作
昌何
務
嚇。
五
祀
言
、
這
猿
猿
、
根
性
大
利
、
汝
更
勿
γ言
、

且
去
昌後
院
明

有
昼
一
行
者
一、
差
昌恵
能
一、
破
γ柴
踏
γ碓
、
八
箇
飴
月
。
五
租

一
日
、
忽
見
昌恵
能
.。
言
弟
子
亦
知
冨師
意
層、
不
7行
呂堂

前
脚令
中人
不
う畳

恵
能
は
此
の
如
く
相
見
の
當
庭
に
卒
直
に
自
己
の
見
解
を
表
現
し
、
而
し
て
後
五
租
の
命

に
依
φ
後
院

に
退
き
、
碓

坊
に
於
て
米
頭
に
服
務
し
て
ゐ
る
が
、
「
入
錐
レ有
昌南
北
鱒、
佛
性
本
無
8南

北
」
と
佛
性
の
無
差
別
な
る
こ
と
を
言
明
し
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「
唯
求
昌作
佛
"、
不
「求
嵩飴
物
一」
と
云
ひ
、
「
自
心
常
生
昌智
恵
一不
レ離
昌自
性
輸」
と
云
ふ
。
五
租
は
彼
が
大
乗

の
法
器
な
る

見
辮
し
て
、
「
根
性

大
利
」
と
穏
讃
し
て
居

る
。
實
に
此
の
如
き
見
解
は
不
知
文
字
の

一
樵
夫
と
し
て
は
言
明
し
得
べ

き
語
で
な
く
、
少
く
も
佛
敷
の
敏
理
に
通
じ
た
る
者
に
あ
ら
ざ
る
は
不
可
能
な
言
で
あ
る
。
而
し
て
右
の
歎
語
を
辮

謹
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
此
等
の
語

は
彼

の
思
想

の
根
幹
を
な
せ

る
者
で
あ

つ
て
、

一
は
自
性
観
の
基
礎
で
あ
ウ

他

は
般
若
観
の
根
基
で
あ
る
。
而
か
も
此
二
概
念

は
自
性

の

一
概
念
に
基
礎

つ
け
ら

れ
て
居
る
。
之
に
依

つ
て
見
れ

ば
彼
の
識
見
は
相
當
に
卓
越
せ

る
者
た
る
は
明
で
あ
る
。

一
日
五
祀
は
自
己
の
終
焉
遠
か
ら
ず
と
し
て
、

「
各
作
昌
一
偏
一、
來
呈
レ吾
看
、
若
悟
昌大
意
凶、
付
鵬汝
衣
法
輔、
爲
ガ第

六
代
祀
し
と
傳
法
の
宣
言
を
な
せ
し
が
、

つ
ま
う
其
心
意
は
畢
覧
那
邊
に
存
在

せ
し
で
あ
ら
う
か
。
、言
ふ
ま
で
も
な

く
彼
は
其
師
主
で
あ
る
。
衆
徒

の
悟
境

の
如
何

は
偏
に
よ
つ
て
勘
辮
せ
ず
と
竜
已
に
識
知
し
た
る
筈
で
あ
る
。
-然

る

に
唐
突

に
偏

の
呈
示
を
促
せ
し
所
以

の
者

は
、
恐
ら
く
悪
能
を
第
六
代
の
祀
掩
ら
し
め
ん
と
の
準
備

行
爲
に
過
ぎ
ざ

り
し
に
は
あ
ら
ざ
る
か
、
傳
法
に
於
け
る
前
後
の
歌
況
を
観
察
す

る
と
、
然
か
批
判
せ
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

他
面
紳
秀
を
見
る
に
、
彼
は
衆
徒
の
上
座
で
あ
り
、
敢
授
師

で
あ

つ
て
、

一
山
の
敬
慕
を

一
身
に
集
め
て
ゐ
る
。

我
等
諸
人
、
不
"須
昌澄
y心
用
ワ意
、
作
γ偶
將
呈
8和
尚
一、
有
昌何
所
盆
一。
瀞

秀
上
座
、

現
爲
昌敷
授
師
一、

必
是
他
得
。

我
輩
護
作
轟偶
頚
一、
狂
用
脇心
力
一。
諸
人
聞
y語
、
各
自
息
y心
。
成
言
、
我
等
巳
後
依
昌止
秀
師
一、
何
煩
作
レ偏
。

と
、
神
秀
の
第

六
代

の
組
π
る
べ
き
≧
と
を
齊
し
く
認

め
て
ゐ
る
。
此
の
如
く
衆
望
を
憺

へ
る
職
秀
あ
る
に
關
は
ら

六
胆
大
師
の
諮
凹悟
と
中
心
思
想
の
老
ゾ察

、

r

(三
)
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六
翼
大
師
の
諮
悟
と
中
心
思
想
の
考
察

(四
)

ず
、
街
且

っ
偏
を
求
る
は
別
に
意
の
存
す
る
あ

つ
て
然
る
の
で
あ
ら
う
。
果
然
五
祀

は
彼
れ
の
偶
を
看
見
せ
ざ

る
以

前
に
於
て

「
紳
秀
入
γ門
未
γ得
、
不
y見
自自
性
」

と
勘
辮
し
て
ゐ
る
。
然
も
衙
偏

む
る
所
以
の
者
は
、
他
に
恵
能

の
存

在
す
る
に
依
る
の
で
な
く
て
は
な
ら

鴇
。
果
し
て
然
ら
ば
恵
能

は
已
に
嶺
南
の
猫
猿

に
あ
ら
ず
し
て
、
五
租
下
唯

一

の
大
法
子
で
あ
る
。

三

身
是
菩
提
樹
。

心
如
明
鏡
皇
。
時
々
勤
彿
拭
。
莫
使
染
塵
埃
。

紳
秀
の
此
偏
は
理
路
整
然
と

一
貫
し
て
、
何
等
批
難
す
べ
き
黙
は
な

い
。
敢
授
師

の
作
た
る
こ
と
を

一
見
首
肯
せ
し

む
る
の
で
あ
る
。
此
偏

は
六
租
の
偶
と
共
に
灘
林
に
喧
傳
し
て
、
有
名
な
る
黙

に
於
て
は
差
異
な

い
の
で
あ
る
。
壇

経
に
は
彼

は
作
成
四
日
の
後
、
深
夜
私
か
に
匿
名
を
以
て
壁
上
に
題
し
、
懊
櫛
措

く
能

は
ざ

る
状
態
が
左

の
如
く
記

し
て
あ
る
。

紳
秀
思
惟
、
五
組
明
日
、
見
y偏
歓
喜
、
出
見
嵩和
貸

、
即
言
秀
作
。

若
言
財不
り堪
、

自
是
我
迷
、

宿
業
障
重
、
不

匿合
γ得
r法
。
聖
意
難
γ測
。
房
中
思
想
、
坐
臥
不
γ安
。

紳
秀
の
心
情
果
し
て
此
の
如
き
な
ら
ば
、
五
租
の
批
判
を
待

つ
ま
で
竜
な
く
、
其
法
器
に
あ
ら
ざ

る
は
明
で
あ
る
。

五
組

は
看
見
の
後
、
紳
秀

に
向

つ
て
、
「
汝
作
昌此
偏
一、
未
γ見
昌本
性
一、
只
到
昌門
上
贈、
未
γ入
昌門
内
鵜」
と

云
ひ
、
『
如
γ此

見
解
、
覚
遭無
上
菩
提
一、
即
不
「可
レ得
」
と
云
ふ
。
何
た
る
痛
烈
な
批
判
ぞ
、
其
状
秋
霜
烈
日
の
如
く
見
る
者
を
し
イ

鉤



…懐
然
π
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
等
の
記
述
を
正
確
な
者
と
見
る
は
少
し
く
早
計
で
あ
ら
う
。
嚴
密
に
云

へ
ば

六
祀
の
傳
と
同
じ
く
、
此
等
の
記
事
に
就
て
は
疑
問
の
黙
勘
な
か
ら
ざ
れ
ば
別
に
研
究
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

恵
能

は

一
童
子
よ
φ
、
此
偶
の
作
成
せ
ら
れ
し
縁
由
と
其
偏
を
聞
き
、
「
未
だ
本
性
を
見
ず
」
と
稻
し
て
、
別
駕

を

し
て
自
己
の
掲
を
其
側
に
代
書
せ
し
め
た
。

菩
提
本
無
γ樹
。
明
鏡
亦
非
壷
。
本
來
無

一
物
。
何
庭
有
識塵
埃
一。

}
肉
の
衆
徒

は
異
驚
φ
眼
を
張

つ
て
注
覗
し
、
且

つ
繕
讃
し
て
、
其
識
見
の
卓
越
な
る
に
敬
服
し
禿
の
で
あ
る
が
、
,

五
租
は

一
山

の
状
勢
不
穏
な
る
を
見

て
、
、即
ち

「
亦
未
昌見
性
こ
と
言

ひ
了

つ
て
之
を
抹
殺

し
π
の
で
あ
る
。
次
て
五

租

は
・即
夜
恵
能
を
室
に
招
き
、
特
に
金
剛
経
を
講
示
せ
し
に
、
彼

は
「
慮
無
所
住
而
生
其

心
」
の
句
に
至
・9
て
忽
然
大

悟

し
、
便
ち
五
租

に
啓

し
て
曰
く

何
期
自
性
本
自
清
澤
。
何
期
自
性
本
不
生
滅
。
何
期
自
性
本
自
具
足
。
何
期
自
性
本
無
謬動
揺
一。
能
生
8萬
法
一。

と
、
是

に
於
て
五
祀
は
則
ち
衣
法
を
傳

へ
て
信

と
な
し
、
彼
を
第
六
代
の
狙
と
な
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
恵
能
の
参
堂
よ
り
傳
法
に
至
る
記
事

は
、
壇
経

に
依

つ
て
詑
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
記
述
が
文
學
的
な
だ
け

研
究

の
鹸
地
が
残
さ
れ
て
ゐ
惹
。
且

つ
現
存
の
壇
経
を
通
覧
す
る
と
、
現

に
吾
人
が
引
田
川
せ
る
壇
経
と
・
大
、正
藏
経

(第
四
+
八
巻
諮
宗
部
五
)
中
に
編
入
せ
ら
れ
て
居
る
そ
れ
と
封

比
す
る
と
、
配
列
の
順
序
よ
◎
文
章
の
問

に
差
異
少
な
か

ら
ず
。
故
に
正
確
を
期
す
る
に
峨
更
に
研
究
を
要
す
る
の
で
あ

る
。
然
し
そ
れ
は
今
の
問
題
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、

六
鴨
大
晦
q
蘇
楓
と
軌
心
思
魏
の
養
魏

'

(
五
)
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六
胆
大
師
の
霞
隔惜
と
申
心
思
想
の
・考
察

(六
)

他
の
期
會
に
譲
り
て
、
此
よ
ウ
偏
の
検
討
に
入
る
≧
と

に
す
る
。

四

藤
の
宗
意

は
古
來
多
く
韻
文
を
以
て
、
詩
的
に
表
現
さ
れ
て
居
る
。
就
中
前
掲
の
爾
偏
は
能
く
人
口
に
胎
爽
し
、

何
人
も
識
知
し
之
を
吟
稽
す
る
所

で
あ
る
。
殊
に
六
租
の
「
本
來
無

一
物
」
の
句

は
叢
林

の
内
外
は
元
よ
り
、
肚
會
的

に
も
廣
く
喧
傳
せ
ら
れ
て
、
暉

の
代
表
語

の
如
く
見
倣
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
此
偏
の
話
題

に
よ
る
時
は
、
多
く
の

場
合
紳
秀
の
偏
と
比
較
槍
討

せ
ら
れ
て
、
其
讃
僻
が
六
祀
に
途
ら
る
＼
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
偶
其
物
が
優
秀
な
る
の
み

で
な
く
、
大
祀
と
の
交
渉
及
び
此
偶
呈
出
の
状
情
が
極
め
て
劇
的
で
あ

っ
て
、
興
昧
を
惹
起
す
る
黙
が
大
な

る
理
由

と
な

つ
て
、
喧
傳
し
稽
讃

せ
ら

る
＼
者
で
あ
ら
う
。
若
し

此
偏
が
世
に
喧
傳
し
稽
讃
せ
ら

る
、
如

く
優
秀
に
し
て
、

且

つ
輝
の
宗
意
を
完
全
に
表
現
ぜ
る
も
の
な
ら
ば
、
五
魍

は
何
故
に
彼
が
爲
に
特
に
金
剛
輕
を
講
示
せ
し
か
。
彼
竜

亦
其
講
示
の
下
に
忽
然
大
悟
す
と
云

へ
る
か
。
畢
覧
此
等

は
如
何
に
考
察
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
且
叉
嗣
法
以
前
即

ち
大
悟
前
の
偏

は
此

の
如
く
優
秀
な
歩
と
し
て
稽
讃
せ
ら
れ
、
悟
後

の
垂
語
的
偶
は
、
長
篇
よ
り
短
篇

あ
り
、
其
歎

に
於
て
も
数
十
篇

の
多
き
に
及
ぶ
竜
、
何
等
認
取
せ
ら
れ
て
居
な

い
。
是
れ
大
な
る
矛
盾
で
あ
灸
、
奇
怪
な
る
現
象

と
云
は
ね
ば
な
ら
孤
。
若
し
叉
偏
の
内
容
よ
釦
比
較
せ
ば
℃
他
に
も
優
秀
な
篇
存
在
し
て
無

一
物
の
偶
の
み
有
便
値

の
者
と

は
云
ひ
得
な

い
の
で
あ
る
。
況
や
大
悟

は
麗

の
生
命
で
あ

つ
て
、
大
悟
無
き
厨
に
は
藤

は
無

い
。
そ

れ
に
も

關

は
ら
ず
、
大
悟
以
前
の
偏

は
稽
揚
せ
ら
れ
て
悟
後
の
偶

は
認
取
せ
ら
れ
て
居
な

い
の
は
、
理
論
上
矛
盾

の
誹
は
免
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れ
澱
。
若
し
假
ウ
に
彼
は
金
剛
経
聴
取
以
前
巳
に
大
悟
を
得
、
故
に
此
偏
を
作
成
し
得
た
釦
と
云

へ
ば
、

「
鷹
無
所

住
而
生
其
心
」

に
於
け
る
大
悟
は
如
何
に
見
る
べ
き
か
。
若
し
大
悟
を
再
び
せ
う
と
云

へ
ば
、
其
憤
値
に
優
劣
あ
φ

て
、
前
悟

は
後
悟
よ
う
低
劣
な
る
者
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
若
し
叉
同
債
値

の
者
と
せ
ば
、
後
悟
は
全
く
無
意
義

に
し
て
、
五
租

の
金
剛
纒
提
唱
も
亦
意
味

を
な
さ
な

い
の
で
あ
る
。

此
の
如

く
考
察
し
來

る
と
、
唯
そ

こ
に
残
存
す

る
問
題
は
帥
ち
作
偏

の
揚
合
で
あ
る
。
他
の
偶

は
彼
が
垂
示
的

に
弟
子
に
問
に
饗
し
て
表
示
せ
る
關
係
上
、
學
入

の

質
問
及
び
其
要
求
に
鷹
じ
て
作
成
せ
ら
れ
疫
る
者
で
あ
る
か
ら
、
無

一
物
の
偏
ほ
ど
に
完
全
に
意
志
が
表
示
せ
ら

れ

て
居
な

い
。
同
時
に
無

一
物
の
偏
は
他
面
紳
秀
の
偶

に
甥
し
、
嗣
法
に
竜
重
大
な
關
係
を
有
す
る
た
め
、
畢
生
の
力

を
傾
注
し
て
作
成
せ
し
結
果
、
優
秀
と
せ
ら
れ
且

つ
喧
傳
せ
ら
れ
虎
ゐ
者
で
あ
ら
う
。
か
く
考
察
し
て
始
め
て
既
偶

の
傳
播
と
代
表
硯
せ
ら
る
＼
所
以
が
首
肯
せ
ら
る
、
の
で
あ

る
。

紳
秀
の
偏
の
第

一
句

の
菩
提
樹
の
語
は
藤
録
中
多
く
見
ざ
る
所

で

あ

つ

て
、
北
本
浬
軸榮
経
高
貴
徳
王
菩
薩
品
に

「
佛
性
中
無
昌阿
糎
多
羅
三
貌
三
菩
提
樹
"者
、
云

侮
生
昌阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
提
樹
こ
(大
正
藏
輕
+
七
渥
榮
部
五
】
八
)と
あ
り

大
荘
嚴
法
門
経
に
は
、
文
殊
が
金
色
女

に
五
奮
と
菩
提
と

の
關
係
を
明
示
せ
し
中
、
此
句

の
意
味
が
能
く
表
現
し
あ

る
を
以

て
左
に
記
す
る
と
。

如
是
五
悪
膿
性
即
是
菩
提
膿
性
、
菩
提
膿
性
即

是

一
切
諸
佛
膣
性
、

如
昌汝
身
中
五
薙
膿
性
一、

帥
是

一
切
諸
佛
艦

性
。

一
切
諸
佛
磯
性
即
是

一
切
衆
生
五
瀧
膿
性
。
是
故
我
読
昌汝
身
即
是
菩
提
単(
大
正
藏
輕
+
七
超
集
部
四
.
八
二
六
)

山ハ
温
大
郎
の
一麗
悟
と
中
心
思
霜心
の
考
{祭

(七
)

詔



六
泓
　犬
断
叩げ
識
悟
ど
中
心
磁
噛想
、の
考
察

(八
)

此
等

の
語
に
依
慧
し
て
神
秀
の
偏
の
第

一
句
が
成

れ
る
や
否
や
は
不
明
な
る
も
、
其
意
味

に
於
て
ば
何
等
の
異
な
く

此
維
語
は
散
文
楚
け
よ
り
以
上
に
明
瞭

で
あ
る
。
第
ご
句
の
語
意

は
輕
典

は
勿
論
、
起
信
論
等
に
記
さ
れ
、
常

に
見

る
所
な
る
故
解
読
を
要
せ
ず
し
て
明
な
る
も
、
要
す
る
に
心
性

は
本
來
清
浮
に
し

て
昭
々
霊

々
、
恰
も
明
鏡
に
胡
漢

共

に
現
し
て
研
醜

を
分

つ
如
き
で
あ

る
と
の
意
味
に
過
ぎ

綴
。
宗
密
は
灘
源
諸
詮
集
都
序
に
北
宗

門
下
の
藤
を
息
妄

修
心
宗

に
配
し
て
ゐ
る
。

息
妄
修

心
宗
者
、
読
.衆
生
錐
コ本
有
昌佛
性
輔、
而
無
始
無
明
覆
『之
不
レ見
、

故
輪
呂廻
生
死
鱒。

諸
佛
已
断
鵠妄
想
・故
、

見
性
了
々
、
出
轟離
生
死
"、
紳
通
白
H在
上。
當
γ知
、
凡
聖
功
用
不
レ同
。
外
境
内

心
、
各
有
踵分
限
噛。
故
須
"依
蹴師
言
…敏
一

背
ゼ境
観
レ
心
、
息
'滅
妄
念
占。
念
蓋
即
畳
悟
、
無
》所
γ不
γ知
。

如
8鏡
昏
塵
}、

須
漏勤

々
携
拭
一。

塵
書
明
現

、

無
ゾ所

7不
γ照
。

南
琵
北
秀
保
唐
宣
什
等

門
下
、
皆
此
類
也
。
(
大
正
蔵
経
四
+
八
諸
宗
部
宏
.四
9

一)

是
れ
紳
秀
の
偶
を
直
接
淀
批
剣
ぜ
し
も
の
に
あ
ら
ざ

る
も
、
偶

の
意
味
も
亦
此
外
に
出
て
な

い
の
で
あ
る
。

然
る
に
⊥
ハ
祀
の
偶

は
之
を
正
面
よ

り
反
駁

し
て
本
來
無

一
物
と
喝

破
し
、
絶
封
的
塞
観
の
立
場
よ
血
菩
罷
心
鏡
共

に
否
定
し
て
ゐ
る
。
六
組
の
此
立
場
ば
全
く
「
不
立

一
塵
」
鷹
で
あ
つ
て
、
本
分

の
田
地
に
在
う
と
見
て
不
可
な

い
で

あ
ら
う
。
是
れ
審
天
審
地
室
蕩

々
の
境
地
で
あ
つ
て
、
畢

覧
能
謹

の
人
も
な
く
駈
謹

の
法
も
な
く
、
叉
能
照

の
智
も

な
く
所
照
の
境
・も
な
く
、
是
れ
「
無
…樹
非
毫
」
と
云
ふ
所
以
で
あ
る
。
此
境
地
に
は
元
よ
う
塵
埃
を
惹
ぐ
べ
き
間
隙
無

き
故
、
「
何
虜
惹
昌塵
埃
、鱒」
を
唱
呼
し
完
の
で
あ
る
。
所
が
此
偏

は
紳
秀
の
偏

に
比
較
す
る
と
、
立
地
に
塞
観
を
表
ボ

34、



せ
し
者
故
、
何
等
の
前
提
な
く
、

一
見
理
解
し
難
き
偶

で
あ
る
6
若

し
之
を
紳
秀
の
偏
よ
う
濁
立
ぜ
し
め
て
軍
猫
な

偏
と
し
て
見
る
な
ら

ば
、
何
人
竜
其
意
味

の
把
捉

R
困
難
を
戚
ず
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
前
二
句
を
第
三
句
と
切
り
離

し
て
猫
立
せ
し
め
禿
な
ら
ば
、
恐
ら

く
何
人
と
錐
も
其
意
味

の
理
解

に
苦
し
み
、荘

然
薗
失
の
外
無

い
で
あ
ら
う
。
そ

れ
で
此
偏

は
云
ふ
ま
で
も
無

く
第
三
句
が
・即
ち
中
心
で
あ

つ
て
、
此
中
心
よ
6
前
二
句
を
逆
観
す
る
こ
と
淀
依

つ
て

始
め
て
意
味
が
明
瞭
と
な
り
、
同
時
に
第

三
句
よ
り
第
四
句

を
見
る
と
其
意
味
も
亦
明
瞭
と
な
る
の
で
あ
る
。

然
し

第
三
句

の
無

一
物
は
則
ち
四
句
よ
動
逆
観
す
る
と
、
明
か
に
制
限
付
ら

れ
て
》
無
條
件

の
無

一
物
と

は
云

ひ
得
な

い
。

即
ち
塵
埃
に
饗
し
て
無

一
物
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
竜
更
に
克
明
す
る
と
、
"塵
埃
は
當
然
智

叉
は
菩
提
に
樹
す
る
の
で

塵
埃
あ

つ
て
の
智
で
あ
・9
、
智
あ

つ
て
の
塵
埃

で
あ
る
。
從

っ
て
塵
埃
無

き
所

に
は
智
承
菩
提
も
あ
う
得
な

い
。
・即

ち
無
智
無
得

で
あ

る
か
ら
「
不
立

一
塵
」
の
境
に
外
な
ら
圃
。
此

の
如
き
境
は
玲
魏
透
徹

に
し
て
究
覧
の
塞
観

で
は
あ

る
が
、

果
し
て
暉

の
見
性
底
で
あ
ら
う
か
。

更

に
槍
討
を
要
す
る
と
思
ぷ
。

壇
経

の
別
本
に
は
、

「
次
日
組
潜
至
鵬

碓

坊
一、
見
昌能
腰
γ石
春
7米
、
語
日
、
求
遽
之
人
爲
『法
忘
レ躯
、
當
レ如
レ是
乎
。
乃
問
日
、
米
熟
也
末
。
恵
能

日
、
米
熟

久
尖
、
猶
欠
y節
在
。
(大
正
藏
経
四
+
八
賭
宗
部
五
.三
四
八
)
と
あ
φ
、
是
れ
明
か
に
克
明
の
要
請
で
あ

つ
て
、
五
祀
が
金
剛

経
講
読
の
契
機
が
こ
＼
に
登
動
し
、
同
時

に
恵
能
「
言
下
大
悟
」
の
轄
機
が
亦
こ
＼
に
開
展
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

・悪
能
の
大
悟
は
佛
敏
々
學
的

に
は
室
よ
う
有

へ
の
轄
向
で
あ
ウ
、
藤
的
に

は
大
死

一
番
底

よ
ウ
の
飛
躍

で
あ
る
。
此

の
如
く
考
察
し
來
る
と
、
本
摩
無

一
物

の
偏
は
大
悟
の
妙
境

に
於
け
る
作
爲
で
な
く
、
概
念
釣
察
観
…の
立
揚
よ
り
作

山ハ
勘胆
求
廓
㊧
訟胆械旧と
∫甲
心
思
想
の
考
察
…

(
九
)

あ



六
祀
大
師
の
詮
悟
と
中
心
思
想
の
考
察

二
〇
)

成
し
箆
る
者
で
あ
ら
う
。
彼
が
飽
ま
で
挑
戦
的
態
度
を
と
つ
て
反
駁
的
に
述
示
し
た
る
こ
と
が
、
此
意
味
に
於
て
事

實

的
に
謹
明
せ
ら

る
＼
と
思
ふ
。五

前
述
の
如
く
恵
能
は
、
五
租
と
相
見
の
始

に
於
て
「
佛
性
本
無
南
北
」
と
佛
性

の
李
等
を
主
張
し
、
而
し
て
紳
秀
と

樹
立

の
揚
合
に
は
「
本
來
無

一
物
」
と
去
ふ
。
此
の
如
く
…辮
謹
的
過
程
を
辿
る
以
上
は
論
理
的
に
も
飛
躍
を
示
す
者
で

あ
る
と
見
て
不
可
な

い
で
あ
ら
う
。
是
に
於
て
吾
人
は
彼
の
飛
躍
を
槍
討
す
る
爲
に
、
鷹
無
所
住
而
生
其
心
の
意
義

に
就

て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
綴
。
此
句
は
恵
能
を
大
悟
に
導
け
る
者
で
あ
り
、
同
時
に
恵
能

の
縁
由
よ
蚤
し
て
古
來
、公

案

の

一
と
し
て
取
扱
は
れ
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
惑
能
に
於
け
る
鷹
無
所
住
其
心
と
公
案
と
し
て
の
そ
れ
は
同

一
の

意
味
と
し
て
取
扱

へ
る
や
否
や
は
吟
味
を
要
す
る
。
公
案
と
し
て
の
そ
れ
は
経
典
よ
う
猫
立
せ
し
め
て
、

一
の
纒
語

と
し
て
之
を
膿
験

せ
し
む
る
爲
経
義

に
拘
束
せ
ら
れ
ず
し
て
、
盤
瞼
の
表
示
と
共
に
頗
る
自
由
で
あ
る
。
從

つ
て
そ

乙
に
生
命
の
躍
動
と
麗
機
の
作
用
と
が
濃
渕
と
婁
揮
す
る
の
で
あ
る
が
、恵
能

の
場
合

は
當
然
之
と
異
歩
、
五
組
の
金

剛
経
講
読
下
に
あ
る
の
で
猫
立
の
句
と
し
て
見
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。

乃
ち
「
至
昌於
鷹
無
所
佳
而
生
其
心
庭
]言

下
大
悟
」
と
あ
る
限
釦
、
猫
立
的
な
句

と
し
て
聴
取
ぜ
る
の
で
な
く
、
順
次
に
之
を
聴
取
し
陀
る
故
前
後
の
句
を
蓮

じ
て
此
句
を
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
く
前
後
の
句
を
通
じ
、
而
し
て
此
句
を
見
る
と
、
此
句

は

一
の
制
限
を
有
し

て
ゐ
る
。
同
時
に
そ
れ
が
此
句
の
原
意
で
あ
る
。
須
菩
提
が
佛
に
封
し
て
、

「
灌
奪
善
男
子
善
女
人
、
磯
昌阿
褥
多
羅

%



三
貌

三
菩

提

心
一、
鷹

晶云
何

住
、

云

何
降
昌伏

其

心
こ

と
問

へ
る
に
佛

は
乃
ち

所
有

一
切

衆

生
之
類
。

若
卵

生
、
若

胎

生
、
若

灘

生
、
若

化
生

、
若

有
色
、

若
無

色
、
若

有

想

、
若

無
想

、
若
非

有
想

、
若

非
無
想

、
我

皆
令
雫入
無
絵

渥
桀

、
而

滅
即度

之
占。
如
レ是

滅
昌度

無
量

無
数

無
邊
衆

生

一、
實

無
.衆

生
得

呂滅

度

一者
占。

何
以
故

、
須
菩

提

、
若

有
脇我
相

人
相

衆

生
相
壽

者
相

一、
即

非
昌菩
薩

」。

と

衆

生
塞

を
説

ひ
て
降

伏

を
示

し
、
以

て
「
云
何

降

伏
其

心
」
に
答

へ
給

ふ
の

で
あ

る
。

復
衣

須
菩

提
、
菩

薩

於
γ法
、
懸
目無
γ所
γ佳
、

行
昌於
布
施

"。

所

謂

不
γ住
γ色

布
施
、

不
レ住
昌聲

香

味
鯛

法
一布
施
。

須

菩

提
、
菩

薩
鷹
銘如
γ是

布
施

、
不
ワ住
四於

相
輔。
何

以

故
、
潜
菩

薩

不
y住
レ相
布

施

、
其

旛
徳

不
レ可
昌思
章

と
、

是
れ
「
云
何

住
」
の
問

に
封

し
て
答

へ
給

ふ

の
で
あ

る
が
、
布

施

は
六
度

の
首

に
し

て
内

法

で

あ
り
、

六
塵

は

一

切

の
財

の
基

本

て
あ

つ
て
外

法

で
あ

る
。

此

二
法

は
齊

し
く
法

な

る
を
以

て
同

一
意

味
と

し

て

法
塞
を

説

け
る

の
で

あ

る
。
人

法
此

の
如

く
塞

な
れ
ば
施

者
受

者

及

び
財

の
三
悉

く
塞

な

る
故

住
す

る
所

は
な

い
。

須

菩

提
、
如

來
悉
知

悉

見
。
是

諸
衆

生
、
得
脇如
γ是

無
量

幅
徳

一。

何
以

故
、

是

諸
衆

生
、
無

菖復

我
相

人
相

衆

生
相

壽

者
相
鴨、
無
昌法
相
嚇、
亦
無

翻非

法
相
"。

何
以

故
、
是
諸

衆

生
、
若

心
取
レ相
、
則

爲
レ著
昌我

入

衆
生

壽

者
輔。

若
取
昌

法
相

一、
帥

著
昌我
入

衆

生
壽

者
"。

何
以

故
、
若

取
呂非

法
相

一、
即

著
昌我
人

衆

生
壽

者
一。

是
故

不
γ慮
γ取
γ法
、
不
y懸
昌

取
非

法

,。

以
昌是
義

一故

、

法
尚

鷹
レ捨
、

何
況

非
法
。

是

故
須
菩

提
。
諸

菩

薩

摩
詞

薩
、

鷹
昌如
「

是

生
昌清
澤

心
.・。

不
γ鷹
論住
レ色

生
,心
、

不
γ鷹
y住
8聲
香

味
燭

法
"、

懸
翼無
レ所
γ住
℃
而

生
8其

心

働。

山ハ甜胆
大
師
の
諮
脚悟
と
巾
・心
思
想
の
考
篠
㎝

(
一
一
)

卸



六
盛帆
大
師

の
一鐙
締惜
と
由
-心
偲
繍
撒
の
老
ぎ祭

(
一
一一
)

と
、
説
述
頗

る
明
快
で
あ
る
。
諸
法
の
本
燈

は
元
よ
う
無
相
な
れ
ば
、
そ

こ
に
は
取
る
べ
き
者
も
捨
つ
べ
き
者
竜
な

く
、
か
く
取
捨
の
念
を
離
脱
せ
る
當
膣
が
帥
ち
清
浮
心
で
あ
る
。
故
に
金
剛
脛
の
立
場
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
無
相

の

本
饅

に
立
脚
し
て
、
我
・
人
・
衆
生
・
壽
者
の
四
相
離
脱
を
圓
的
と
す
る
。
同
時
に
四
相
の
離
脱

は
無
所
住
の
境
地
の

盤
得
で
あ
φ
、
「
而
生
其
心
」
は
そ
れ
よ
参
の
飛
躍

で
な

く
て

は
な
ら
諏
。

以
上
の
敏
義
よ
り
恵
能
作
偶

の
心
意
を
考
察
す
る
と
四
相
離
脱

の
塞
無
相
に
住
箸
し
て
、
本
來
無

一
物
と
其
概
念

を
表
示
し
た
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
更
に
五
狙

の
「
鷹
無
所
住
而
生
其
心
」
の
設
示

に
鯛
れ
て
、
塞
無
相
を
透
破
し
て

現
實

に
飛
躍
せ
し
所
に
大
悟
が
露
現
せ
し
者
と
見
得
ら
る
＼
。
傳
記
を
基
礎
と
し
て
考
察
を
試
み
る
と
き

は
、
か
く

批
判
せ
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
彼
の
大
悟
は
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
か
、
是
れ
次

に
槍
討
を
要
す
る

重
要
問
題
で
あ
る
。

六

灘
宗

の
祀
師
傳

に
は
何
れ
竜
忽
然
大
悟
叉
は
言

下
帥
悟
と
艶
し
、
而
し
て
そ
れ
が
頗

る
神
秘
的
で
あ

つ
て
他

の
管

測
を
容
れ
な

い
と
同
時
に
、
其
表
現
法
も
韻
文
を
以
て
詩
的
に
表
現
せ
ら
れ
て
居

る
故
、
專
門
の
人
と
錐
も
不
可
解

な
者
が
勘
く
な

い
。
此
の
如
き
形
式
を
以
て
表
現
す
る
に
至

つ
た
の
は
勿
論
相
當

の
理
由
存
す
る
竜
、
六
租
時
代

は

末
だ
此
の
如
き
形
式
が
完
成
せ
ら
れ
て
ゐ
な

い
故
、
散
交
を
以
て
之
を
表
現
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て
其
内
容
を
吟
味
す

る
場
合
は
頗
る
便
利
で
あ

つ
て
、
佛
敷

の
敷
義

叉
は
藤
的
輕
鹸
を
有
す
る
者
は
、
其
悟
境
に
於
け
る
心
的
駅
態

は
兎

詑



に
角
と
し
て
、
丈
字
上
に
現
れ
π
る
意
味
は
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
勿
論
六
租
時
代
と
錐
も
亦
韻
交
的
詩
的
な
の

が
存
在
し
な

い
課
で
は
な

い
。
三
組

の
信
心
銘
前
記

の
紳
秀
恵
能
の
偏

の
如
き

は
詩

的
な
表
現
な
る
も
、
多
く
は
理

論
的
で
あ
つ
て
、
唐
宋
時
代

に
於
け
る
そ
れ
の
如
く
情
景
化
し
て
居
な

い
。
之
を
詩
と
し
て
見
る
と
き

は
到
底
唐
宋

の
そ
れ
に
及
ば
ざ
る
も
、
理
解
し
易
き
黙

は
寧
ろ
唐
宋
以
前
の
者
に
多

い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
恵
能
は
如
何
な
る
方

法
を
以
て
之
を
表
現
せ
し
か
。
之
れ
は
前
記
せ
し
も
更
に
再
記
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

何
期
自
性
本
自
清
浮
。
何
期
自
性
本
不
生
滅
。
何
期
自
性
本
自
具
足
。
何
期
自
性
本
無
昌動
揺
.。
能

生
5萬
塗

。

と
、
塞
観

を
以
て
紳
秀
に
挑
載
し
、
遽

に
五
祀
の
衣
鉢
を
受
け
て
六
代
の
租
と
な
れ
る
彼
は
、
こ
＼
に
始
め
て
蛙
二

物
の
殼
を
破

つ
て
洞
諮
た
る
自
性
を
見
破
し
、
自
ら
驚
異

の
眼
を
張

つ
て
「
何
期

」と
幾
度
か
繰
返
し
、
其
心
情
を
遺

憾
な
く
表
現

し
て
ゐ
る
。
後
來
南
頓
と
稽
せ
ら
る
＼
源
頭
は
こ
＼
に
存
在
す
る
。
彼
が
見
破
せ
し
自
性

は
彼
自
ら
表

現
せ
る
如
く
、
清

澤
、
具
足
、
不
生
滅
、
無
動
揺
、
生
萬
法

の
五
種

の
性
能
を
有
す

る
故
、
輩
な

る
自
性

に
あ
ら
ず

し
て
、
自
充
足
に
し
て
他

に
何
等
侯

つ
者
な
き

こ
と

は
知
り
得
ら
る
＼
。
然
し
此
五
種

の
性
能
を
槍
討
と
す
る
と
、

最
竜
中

心
的
な
の
は
清
浮
性
で
あ
る
。
他

は
其
蠣
性

に
ほ
か
な
ら
顧
。
彼
は
説
法
中
幾
度
か
自
性
清
浮
と
示
衆
し
て

ゐ
る
。
例
せ
ば
大
梵
寺
の
初
聴
法
輪
に

「
善
知
識
菩
提
自
性
本
來
清
浮
」
と
喝
破
し
て
読
法
の
壁
頭

に
唱
道
し
て
ゐ

る
。
之
に
よ

つ
て
見
る
も
清
澤
性

の
中
心
性
た
る
こ
と
は
謹
明
せ
ら

る
＼
。
然
ら
ば
其
所
謂
清
浮
と

は
云
何
な
る
意

味
を
有
す
る
で
あ
ら
う
か
、
第
三
定
慧
門
に
次
の
如
く
述
ぺ
て
居

る
。

六
騨
大
獅
の
鐙
謄
き
中
心
偲
懇
の
考
察

二

三
)

卸



六
胆
大
師
㎜の
諮
μ悟
と
串
・心
思
想
の
考
露
研

(
一
四
)

故

此
法

門

、
立
昌無
念

'爲
3
ホ
。

善
知
識

、
無

者
無
昌何
事
一、
念

者
念
嵩何
物

馳。

無

者
無
昌二
相

'、

無
昌諸

塵
勢

之

心
嶋。

念
者

念
菖眞

如

本
性

一、
眞

如
即

是
念

之
盟
、

念
即

是

翼
如
之

用
。

眞
如

自
性

起
γ念
、
非
昌眼

耳

鼻

舌
能
念

,。

翼
如
有

『性
、

所
以

起
γ念
。
其

如
若

無
、

眼
耳

色
聲

帥
壊
。

善
知

識

、
翼
如

自
性

、
起
昌念

六
相

一、

錐

γ有
翻見
聞
畳
知

・、

不

γ染

昌萬

境
"、
而

其
性
常

自
在

。

外
能
分
昌別
諸

色

相
一、
内

於
昌第

一
義
髄而

不
γ動

。
善

知
識

、
此

門
坐
灘

、
元

不
レ着
》心

亦

不
『着
γ澤
、

亦

不
昌是
不
動

一。

若
言
γ着
γ心
、

心
元
是

妄
、

知
昌心
如

幻

一故
、

無
部所
着

"也
。
若

言
γ着
レ浄
、

人
性

本

澤

、
由
昌妄

念
一故
、
豊

昌覆

翼
如

扁。

但
元
無

想
、

性

自
清
浄
。

起
γ心
着
レ澤
、
却
生

昌浄
妄

一。

妄

無
昌露

所
一、

着

者
是

妄

。
浮

無
昌形

相
一。

却

立
講澤

相
"、
言
昌是
功

夫
"。
作
菖此
見

"者
、
障

昌自

本

性

一、

却
被
昌浮

縛

"。

…
…

…
若

着
γ心
着

γ澤

者

、
却

障

道
也

。

と

、
是

に
依

つ
て

見
れ
ば
、

眞
如

の
本

性

は
種

々
の
野
立

を
離

れ
て

こ
相
無

く
、

唯
濁

自

の
相

の
み

で
あ

つ
て
而

竜

能

く
見

聞
畳

知

の
妙

用
を
現

し
て
客
観

の
萬

境

に
汚

さ
れ
ず
、
常

に
自
寂

と
し

て
自

相
を

保
持

し

て
居

る
の
で
あ

る
。

若

し
そ

れ

に
着
す

れ
ば
不

浮

こ
＼
に

生
じ

て
眞
如

は
直

に
蓋

覆

せ
ら
れ

て
其

浮
性

は
隠
渡

せ
ら

る

＼
の
で
あ

る
。

故

に
清

澤
と

は
、
染

浮

等

の
妄

念
を
離

脱
し

完

る
意

昧

で
、
畢

覧
絶

封
境

に
あ

る
自
性

の
相

を
抽

象
的

に
詮

表
し

た

る

に
過
ぎ

鳳
の
で

あ

る
。

依
て
彼

は
第

七
般

若
門

に

何

名
鵠摩

詞
・・。

摩
詞

是
大
。

心
量

廣

大
、

猶
如
轟虚

塞
一。

無
γ有
昌蓬

絆
、、
亦

無
昌方
圓

大

小
嶋、

亦

非
昌青
黄

赤

白
一、
亦

無
鵡上

下
長
短

一、
亦

無
γ喚
無
r喜

、
無
γ善
無
γ悪

、
無
γ有
昌頭

尾
鱒。
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と
述
べ
て
居

る
。
此
意
味
よ
り
見
れ
ば
総
て
の
封
立
を
越

へ
禿
濁
自
的
な
存
在
性
を
清
浮
と
名
け
た
る
こ
と
は
縷
読

を
要
せ
澱
の
で
あ
る
。
荷
次
の
丈
に
は

な

善
知
識
、
自
性
能
含
昌萬
法
一是
大
。
萬
法
在
醤諸
入
性
中
噌。
若
見
昌
一
切
入
之
悪
與
ワ善
、
審
皆
不
7取
不
γ捨
、
亦
不
醤染

着
一、

心
如
8虚
室
一名
爲
γ大
。

と
、
自
性
能
く
萬
法
を
生
ず
と
云
ふ
意
昧
を
読
き
、
不
取
不
捨
不
染
着
な
れ
ば

一
切
に
封
し
て
貧
愛
憎
悪
の
念
あ
る

こ
と
な
く
、
心
大
海
の
如
き
だ
あ
ら
う
。

一
切
を
越
ゆ
る
者
は

一
切
を
容
る
意
味
が
明
瞭

に
さ
れ
て
居
る
。

善
知
識
、
心
量
廣
大
、
遍
昌周
法
界
"。
用
即
了
々
分
明
。
鷹
冨用
便
知
二

切
一。

一
切
.即

一
、
一
即

一
切
。
去
來
白
由

心
膿
無
滑
、
即
是
般
若
。

と
、
是
清
浮
的
絶
封
性
の
客
観
的
作
用
を
説
け
る
者
で
あ

つ
て
、
「
去
來
自
由
心
膿
無
γ滞
」

と
は
能
く
解
脱
自
在

の

機
用
が
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
此

の
…機
用
あ

つ
て
始
め
て
灘
的
作
用
は
駿
揮
す
る
の
で
あ

る
。
物
來
れ
ば
即
ち
照
し
物

去
れ
ば
即
寂
と
云
ふ
も
、
臨
濟

の
四
照
用
四
料
簡

の
如
き
竜
此
に
外
な
ら
粗
。
此
機
用
あ

つ
て
而
し
て
宗
敏
的
救
濟

も
駿
生
し
、
哲
學
的
敏
理
も
顯
現
す

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
救
濟
其
教
理
は
背
後
に
眞
如

の
自
性
あ

つ
て
、
而
し

て
無
限
の
力
と
深
遠

な
永
逡
的
な
理
法
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

此
の
如
く
考
察
し
來

る
と
、
恵
能

の
大
悟
と
は
眞
如
の
本
性
の
徹
見
で
あ

つ
て
、

≧
の
自
性
こ
そ
彼
の
思
想
の
中

心
を
な
せ
る
竜

の
で
あ
る
。
壇
経
第
二
悟
法
傳
衣
門
に
は

山ハ
謝腿
大
師
の
譜
肋悟
と
中
心
思
想
の
砦
V察

(
一
五
)
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山不
噸凪
議く
師
の
諮
幣悟
と
即
心
蘭
胆想
の
考
察

(
ニ
ハ
)

五
胆
知
γ悟
8本
性
・、
乃
報
ヨ憲
能
・言
、
不
7識
ヨ本
心
鱒、
學
γ法
無
レ盆
。

若
言
下
、
識
昌自
本
心
噛、
見
昌自
本
性
一、
帥
名
盤

丈
夫
天
人
師
嚇

と
記
せ
り
、
輝
に
於
け
る
成
佛
と
は
自
性
の
徹
見
で
あ
り
、
月
性

の
徹
見
は
實
に
成
佛
の
直
路
で
あ
る
。
從

つ
て
薗

性

は

一
切
の
敢
理
及
び
救
濟
の
登
動
す
る
功
徳
藏

で
あ
る
。
佛
敢

々
學
に
於
け
る
眞
如
は
兎
角
に
客
観
観
せ
ら
れ
て

自
己
の
本
性
以
外
に
宇
宙

の
太
原
と
云

へ
る
如
き
者
あ
蚤
て
、
之
れ
を
翼
如
と
命
名
せ
し
如
く
思
惟
さ
れ

て
ゐ
る
が

本
源

の
自
性

に
は
、
自
己
と
宇
宙
と
の
匝
別
な
く
、
宇
宙

は
薗
己
の
外
皮

で
あ
参
、
自
己

は
宇
宙

の
中
心
で
あ
る
。

畢
覧
僧
肇
の
所
謂
天
地
同
根
萬
物

一
騰
の
自
性

に
ほ
か
な
ら

澱
。
從

つ
て
叉
哲
學
に
ぜ
よ
救
濟
に
ぜ
よ
、
自
性
の
研

究
、
薗
性

の
救
濟
に
到
達
せ
ざ
れ
ば
眞
實

の
解
決
と
は
な
釦
得
な

い
の
で
あ
る
。
彼

は
第
七
般
若
門
に

善
知
識
、
我
於
昌怨
和
荷
麗
一、

一
聞
言
下
、
頓
見
8翼
如
本
性
一。

是
以
、
將
昌此
敷
法
一流
行
、
令
.學
者
頓
悟
8菩
提
一、

各
自
観
γ心
自
見
寧本
性
亀。
若
自
不
γ悟
、
須
.覚
"大
善
知
識
一解
"。
最
上
乗
者
、
直
示
隅正
路

是̀
。

善
知
識
、
有
縷大
因

縁
一、
所
謂
化
導
、
令
γ得
昌見
性
・。

一
切
善
法
、
因
8善
知
織
一能

畿
起
故
。
三
世
諸
佛
、
十

二
部
輕
、
在
論人
性
中
嶋、

本
薗
具
有
。

と
極
力
見
性
を
基
揚
し
、
且
っ
性
中
に
三
世
諸
佛
十
二
部
経
共
に
具
足
す
と
な
す
、
是
れ
吾
人
が
哲
學
的
敷
理
宗
激

的
救
濟

も
共
に
自
性
よ
釦
顯
現
す
と
云
ぷ
所
以
で
あ
り
、
彼
が
「
自
性
自
具
足
」
と
五
種
の
性
能
中
に
説
け
る
所
以
で

あ
ら
う
。
因
て
彼
の
思
想

及
び
灘
旨
は
悉
く
見
性
を
中
心
と
し
て
開
展
し
て
居

る
が
、
彼

は
五
組
と
相
見
の
當
露
、に

妃



は
大
膿
に
佛
性
の
李
等
を
墨
揚
し
、
次
に
神
秀
と
の
封
立
の
揚
合
は
塞
観
的
無

一
物
を
読
き
、
最
後
の
大
悟
に
於
て

は
絶
封
的
自
性
を
透
見
し
て
、
薗
性
を
以
て

一
切
法
の
中

心
と
な
し
、
見
性
を
以

て
哲
學
的

に
竜
宗

敷
的
に
も
其
解

決
と
な
せ
る
の
で
あ

る
。

(引
用
の
六
魍
壇
経
は
孟
山
版
の
壇
縷
に
よ
る
佼
て
大
正
藏
繹
編
入
の
壇
と
は
其
配
列
及
び
丈
章
の
間
に
粗
異
あ
り
)

さ
葵

師
6
、詮
悟
ゼ
中
心
屈
想
⑳
.考
舞

(
一
七
)



-山ハ
謝腿
大
師
、の
諮
脚悟

と
中
心
思
想

の
考
察

(
一
八

)
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